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伊
東
良
孝
地
方
創
生
担
当

相
が
11
月
20
日
に
恵
庭
市

を
訪
れ
、
道
と
川
の
駅「
花

ロ
ー
ド
え
に
わ
」
と「
は
な

ふ
る
」を
視
察
し
ま
し
た
。

　
同
視
察
は
地
方
創
生
お
よ

び
ア
イ
ヌ
施
策
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
現
場
視
察
や

現
地
の
自
治
体
、
ア
イ
ヌ
の

方
々
な
ど
意
見
交
換
を
通

じ
、
当
該
政
策
に
係
る
知
見

を
深
め
今
後
の
施
策
に
生
か

す
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
伊
東
氏
は
花
ロ
ー
ド
え
に

わ
で
施
設
内
を
見
学
し
、
恵

庭
の
特
産
品
を
使
っ
た
商
品

に
つ
い
て
原
田
裕
恵
庭
市
長

と
施
設
ス
タ
ッ
フ
か
ら
紹
介

と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
続

い
て
、
隣
接
す
る
農
畜
産
物

直
売
所「
か
の
な
」
と
、
は

な
ふ
る
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
内

２
階
の
子
ど
も
向
け
屋
内
遊

技
場「
り
り
あ
」
を
訪
問
し

ま
し
た
。

　

次
に
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス

で「
花
の
拠
点『
は
な
ふ
る
』

を
軸
と
し
た
地
方
創
生
」を

テ
ー
マ
に
、
市
の
幹
部
や
ま

ち
づ
く
り
に
関
わ
る
市
民
と

の
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し

た
。
伊
東
氏
は「
恵
庭
市
は

花
の
ま
ち
づ
く
り
で
有
名

で
あ
り
、
実
績
を
上
げ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
話
を
聞
き

た
い
と
思
い
視
察
に
来
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
の
体
験
に
基

づ
く
貴
重
な
お
話
を
聞
け
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
。
原
田
市
長
は

「
伊
東
大
臣
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
意
見
交
換
で
き
る
こ

と
を
本
当
に
う
れ
し
く
光
栄

に
思
い
ま
す
。
恵
庭
を
含
め

た
北
海
道
の
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
を
改
め
て
見
て
い
た
だ

き
、
ご
支
援
を
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」と
話

し
ま
し
た
。

　

21
日
は
、
ラ
ピ
ダ
ス
建

設
地（
千
歳
市
美
々
）
と
民

族
共
生
象
徴
空
間「
ウ
ポ
ポ

イ
」（
白
老
町
）内
に
あ
る
慰

霊
施
設
と
国
立
ア
イ
ヌ
民
族

博
物
館
を
訪
問
し
ま
し
た
。

（
編
集
部　
大
谷
）

　
恵
庭
在
住
の
ゴ
ヴ
ォ
ロ
ヴ

ス
キ
ー
遼
河
さ
ん（
札
幌
光

星
高
２
年
）と
麗
奈
さ
ん（
柏

小
６
年
）兄
妹
が
11
月
22
日
、

恵
庭
市
役
所
を
訪
れ
原
田
裕

市
長
に
全
国
・
全
道
大
会
の

結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
遼
河
さ
ん
は
10
月
15
・
16

日
に
千
歳
空
港
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ（
苫
小
牧
市
植
苗
）

で
開
催
さ
れ
た「
北

海
道
高
等
学
校
・
中

学
校
ゴ
ル
フ
新
人

大
会
」（
計
36
ホ
ー

ル
）
で
、
ト
ー
タ
ル

１
５
２
で
ス
コ
ア
を

ま
と
め
見
事
優
勝
。

来
年
３
月
に
兵
庫
県

で
開
催
さ
れ
る「
全

国
高
校
ゴ
ル
フ
選
手

権
春
季
大
会
」
に
出

場
し
ま
す
。

　
麗
奈
さ
ん
は
10
月

13
日
に
早
来
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ（
安
平

町
）で
開
催
さ
れ
た

「
第
18
回
北
海
道
小
学
生
ゴ

ル
フ
大
会
」
女
子
の
部（
18

ホ
ー
ル
）で
、３
オ
ー
バ
ー
の

75
で
優
勝
し
ま
し
た
。
翌
週

の
19
・
20
日
に
福
島
県
で
開

催
さ
れ
た「
第
18
回
Ｊ
Ｌ
Ｐ

Ｇ
Ａ
全
日
本
小
学
生
ゴ
ル
フ

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
ｉ
ｎ
ふ
く
し

ま
」（
18
ホ
ー
ル
）で
も
ス
コ

ア
76
で
５
位
に
入
賞
。
来
年

３
月
に
栃
木
県
で
開
か
れ
る

「
全
国
小
学
生
大
会
」出
場
の

切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

遼
河
さ
ん
は「
春
は
好
調

で
し
た
が
夏
に
調
子
を
崩

し
、
秋
に
再
び
調
子
を
取
り

戻
し
ま
し
た
。
来
年
は
安
定

し
て
良
い
結
果
を
出
し
て
い

き
た
い
」と
振
り
返
り
、麗
奈

さ
ん
は「
福
島
の
大
会
で
は
、

あ
と
１
打
の
と
こ
ろ
で
３
位

に
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
来

年
は
ア
ン
ダ
ー
パ
ー
で
優
勝

で
き
る
よ
う
に
、
練
習
を
重

ね
て
い
き
た
い
で
す
」と
意

気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　
（
編
集
部　
大
谷
）

　
恵
庭
市
柏
木
町
の
特
定
建

設
業
「
ス
パ
ル
建
設
」（
齋

藤
一
史
代
表
取
締
役
）は
11

月
14
日
、
優
良
申
告
法
人
と

し
て
認
定
さ
れ
、
所
管
す
る

札
幌
南
税
務
署（
札
幌
市
豊

平
区
）の
鈴
木
昭
彦
署
長
か

ら
表
敬
状
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
同
社
が
優
良
申
告
法
人

と
し
て
認
定
さ
れ
る
の
は
令

和
元
年
度
に
続
き
２
回
目
。

齋
藤
社
長
は
「
大
変
光
栄
で

あ
る
と
と
も
に
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
」
と
喜
び
を
語

り
ま
し
た
。

　
優
良
申
告
法
人
は
「
申
告

納
税
制
度
の
趣
旨
に
即
し
た

適
正
な
申
告
と
納
税
を
継
続

し
、
他
の
納
税
者
の
模
範
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
し
て
認

め
ら
れ
る
法
人
」
を
認
定
し

て
表
彰
す
る
制
度
の
こ
と
。

法
人
税
や
消
費
税
、
源
泉
所

得
税
や
そ
の
他
の
国
税
で

不
正
計
算
が
な
い
こ
と
や
帳

簿
・
証
拠
書
類
が
整
理
保
存

さ
れ
て
い
る
、
会
計
処
理
の

内
容
が
速
や
か
に
確
認
で
き

る
な
ど
基
準
は
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
。
札
幌
市
豊
平
区
、

南
区
、
清
田
区
と
千
歳
市
、

恵
庭
市
、
北
広
島
市
を
管
轄

す
る
同
署
管
内
で
も
年
間
数

社
が
該
当
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
、
鈴
木
署
長
と
同

署
法
人
課
税
第
一
部
門
の
辻

正
行
統
括
国
税
調
査
官
ら

が
同
社
を
訪
問
。
齋
藤
社
長

に
表
敬
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
鈴
木
署
長
は
「
今
後
も

申
告
納
税
制
度
の
趣
旨
に
即

し
た
適
正
な
申
告
と
納
税
に

期
待
す
る
と
と
も
に
、
税
務

行
政
へ
の
理
解
と
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
」
な
ど
と
書
か

れ
た
表
敬
状
を
読
み
上
げ
、

前
回
に
続
き
同
社
の
適
正
申

告
態
勢
を
極
め
て
良
好
と
評

価
し
ま
し
た
。

　

表
敬
状
を
受
け
て
、
齋
藤

社
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
引
き

続
き
優
良
申
告
法
人
と
し
て

認
定
さ
れ
る
よ
う
、
社
員
一

同
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て

い
き
た
い
」
と
決
意
も
新
た

に
し
「
会
社
の
健
全
経
営
と

適
正
な
納
税
を
通
し
て
、
地

域
社
会
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

（
編
集
部　
伊
藤
）
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サックサクのとんかつ食べて
ホッと一息しませんか
札幌で昭和27年に創業した老舗のこだわりは「熟成とん
かつ」。豚肉を低温で35日間熟成させて、旨味と柔らかさ
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ての生パン粉で包み、40Lのたっぷりの油と60㎝の銅鍋
で揚げたとんかつは肉汁もたっぷり。一枚一枚に想いが
込められた、とんかつ好きのためのとんかつです。
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